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問題と目的
近年、子ども達の児童養護施設に入所する
理由が虐待であるものが増えており、施設は
家という機能だけではなく治療的な役割も引
き受けるようになってきた。子ども達は18歳
になると施設を退所することから、退所後を
見据えた支援についても考えられてきている。
しかし、依然として施設の職員体制や住環境
で多くの問題を抱えている所が多いという。
このような現状を踏まえて、本研究では適
切な社会的スキルのレパートリーを増やすこ
とは重要であり、子ども時代において社会的
スキルが不足している場合、学校における不
適応、中途退学や非行などの発生率が高く、
また、成人した後において精神的な健康に問
題を持つと報告したGresham  (1981) の視点
に則って、幼児に対して集団社会的スキル訓
練を行った。
方　　 法
対象児
大阪府下の児童養護施設に在籍し併設幼稚
園に通う幼児21名を対象としており、統制群
がｎ 名 Ｏ 歳男児１名、女児１名、４歳男児
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１名、女児１名、５歳男児２名、女児２名、
６歳男児２名、 女児１名）・訓練群は10 名
（４歳男児２名、女児１名、 ５歳男児２名、
女児１名、６歳男児２名、女児 ２名）である。
予備調査
予備調査は、平成19年５月～ ６月に、渡邊
ら(1999) によって標準化された幼児版教師
評定用社会的スキル評定尺度を保育者にお願
いした。
本調査（訓練前）
平成19年９月～10月に予備調査と同様のも
のと併せて、中澤(1995) によって邦訳され
た幼児用社会的セルフ・エフィカシー尺度を
実施した。
標的スキルの選択
行動観察に基づいて観察者間で話し合いを
行い、保育者による社会的スキル評定、幼児
によるセルフ・エフィカシー評定、そして保
育者との面談を参考にしながら、目標とする
社会的スキル（適切な働きかけ、適切な応答、
感情を分かち合うスキル）を選択した。
集団社会的スキル訓練
訓練は10月～ｎ月にかけて６セッション実
施した。 コーチング法を用い、教室場面は1
セッション約30分で３セッション、自由遊び
場面は１セッション約20分間で３セッション
実施した。教室場面での訓練手続きは、教示、
モデリング、行動リハーサル、フィードバッ
ク、般化から構成された。
本調査（訓練後）
本調査（訓練前）と同様の調査を行った。
結果と考察
①　 行動観察
訓練後、訓練群では協調的行動と平行遊び
行動が増えて孤立行動と傍観的行動加減少し
た。年齢により協調的行動や傍観的行動、孤
立行動に違いが見出されたが、性別に違いは
見られなかった。
Table l は訓練群の遊び行動の割合の変化
を示している。
Table l　 訓練 群の自由遊 び場面で の遊 び行動 の
割合の平均 （　）内は訌）
協調的行動
平行遊び行動
孤立行動
傍観的行動
訓練前
（yy＝10 ）
平均　 即
0.20  (0.10)
0.34  (0.19)
0.20  (0.14)
0.28  (0.10)
訓練 後
（が=  10)
平 均　 夕
0. 59 (0.  13)
0.45 (0.10)
0.05 （0.06）
0.15 （0.08）
②　社会的 スキル評定
金山ら（2000）の知見と比較すると全体的
に高い傾向を示していた。訓練後の社会的ス
予備調査・本調査（訓練前）における社会的
スキル領域は訓練の有無に関わらず増加して
おり、問題行動領域については変化がなかっ
た。
Table 2 は社会的スキル領域における訓練
群の平均得点の変化を示している。
Table 2　ﾈ土会的ス 半ル尺度社会的ス半ル領域
訓練群の平均得点 （　）内はSD
訓 練 前
(jV=10)
社 会的 スキ ル領 域総 得点　　82.80
(15. 53)
社 会的働 き かけ スキル　　　25.  70
(3.80)
自己コ ンロ トー ルス キル　　12.10
(5.28)
協調 スキ ル　　　　　20.  70
(4.00)
教 室活 動ス キル　　　　24.  30
(4.99)
訓 練後
(ｙ=10)
87.00
(12.  62)
28.90
(5.99)
10.40
(3.50)
21.  90
(3.  18)
25.  80
(3.  88)
③　セルフ・エフィカシー評定
訓練の有無に関わらず訓練後にセルフ・エ
フィカシーは高くなっており訓練群に有意差
が認められている。また、社会的スキル評定
と幼児によるセルフ・エフィカシー評定の相
関を見ると訓練群においてのみ訓練後の相関
が高くなっていることが分かった。
Table 3 は訓練前と訓練後の平均得点の変
化を示した。
キル領域は訓練の有無に関わらず増加してお　　Table 3
り、統制群の方が著しい。問題行動領域も訓
練の有無に関わらず減少し、統制群の方が著
しくなっている。予備調査のデータを用いて
夏休み等の影響を見ると、社会的スキル領域
は訓練の有無に関わらず増加しているが問題
行動領域については変化がなかった。また、
年齢や性別においても違いが見られなかった。
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セルフ・ エフィカシー評定 の訓練前 の
平均得点 （　）内 はSD
セルフ・エフイカシー
統制群GV=11)
訓㈲ 羊 膜=10)
訓陳 前
-
30.45
(4.20)
31.10
(6. 59)
訓陳後
-
32. 82
(:U9)
36.70
(2.㈲
本研究における集団社会的スキル訓練は保
育者評定においては対象児の社会的スキルを
有意に促進することが確かめられた。本研究
では 匚適切な働きかけ」「適切な応答」匚感情
を分かち合う」といった社会的スキルを標的
スキルとした訓練内容を設定しているが、訓
練後の評定得点を見ると、これらの社会的ス
キルはもちろんのこと、匚自己コントロール
スキル」匚協調スキル」匚教室活動スキル」と
いった他の社会的スキル因子に属する項目に
も訓練による改善が認められた。この結果は
少なくとも保育者から見た場合において、訓
練により対象児の幅広い社会的スキルに良い
変化が生じていることが分かる。　しかし、統
制群と比較した場合において訓練群の変化は
少ない。保育者の経験年数や新しく入園した
幼児の影響 もあると考えられる。
自由遊び場面における行動観察では、訓練
群において訓練前に一人遊びが多かった幼児
が訓練後に友達の仲間に入ろうとする様子が
確認でき、良い変化が見出された。これは、
訓練の効果のためだと考えられる。訓練の際
に練習した 匚友達の仲間に入る方法」や「友
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達の気持ちに寄り添う方法」は訓練が終かっ
た後すぐに幼児の日常生活に般化したように
考えられる。
セルフ・エフィカシーについては訓練後に
有意に高くなっており、訓練の効果が認めら
れたと考えられる。 セルフ・エフィカシーは
短期的にも長期的にも幼児の行動の遂行に影
響を及ぼすと考えられるので、本研究の集団
社会的スキル訓練により、長期的な効果の維
持にもつながると考えられる。
しかし、本研究の訓練期間は個人を対象と
した他の社会的スキル訓練よりも短くなって
いる（佐藤・佐藤・高山、1998) 。そのため、
訓練期間を延ばすことにより訓練内容の般化
を促進すると共に、訓練内容が日常生活に般
化しているかどうか（長期的維持）を検討す
るための調査が望まれる。
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